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医療法人名南会
創立40周年記念祝賀会
日時：2007年9月9日（日）

午後3時～5時
場所：ホテルグランコート名古屋

（名古屋市中区金山町）

名南会社員、名南会協同基金協力者、名南・
中川健康友の会員、友の会の世話人さん、ボラン
ティアさん、職員の方は、ぜひご出席ください。
出席ご希望の方は、実行委員会

までお申し込みください。
＜ 申し込み先 ＞
医療法人名南会 創立40周年
記念祝賀会実行委員会（医療法人名南会 事務局内）

電話 052-692-2388
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介護保険法改定（2005年）　
軽度者サービス切捨て
施設利用の負担増

障害者自立支援法（2005年）
障害者福祉への応益負担導入

健康保険法改定（2006年）
高齢者の負担増、混合診療の解禁

医療介護法案、社会保障法案への各党の態度

○は賛成　×は反対

名南病院前を出発直後の平和行進のようす

『雨ニモマケズ』平和行進
出発時はあいにくの大雨、そして

雷と、実施が危ぶまれる中、南生協
病院玄関前をお借りして、100人
以上の参加で今年度の南区平和行進
出発集会が行われました。
名南病院玄関前で、友の会のみな

さんや職員、地域のみなさんと合流。
降り続く雨のなか、元気にシュプレ
ヒコール、うたごえを響かせて
150人以上の参加で行進。
七里の渡し公園最終地では雨もあ

がり、無事に平和行進を終えること
ができました。ご参加、ご協力あり
がとうございました。
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①医療崩壊、医師・看護師不足は政治の責任
「地域から産婦人科、小児科がなくなった」「救急病院がない」「地域から療養病床が消え、お年寄り
が入院できる施設がなくなった」など地域で医療崩壊がすすんでいます。医療費抑制のため、意図
的に医師不足がつくられました。医師、看護師を増やすには社会保障費を増やす必要があります。

② 定率減税の廃止で大幅増税に
「5倍になった」「10万円以上増えた」など定率減税の廃止で国
民に襲いかかる増税は1.7兆円（07年度）、一方大企業にはそれと
同額の1.7兆円減税。老齢者控除廃止、公的年金控除の縮小とも合
わせ、高齢者はとても生活できないほどの大幅負担増。庶民いじ
めの逆立ち増税を決めた政府与党の責任は重大です。

③「後期高齢者医療制度」が、
2008年4月に実施

昨年、政府与党がごり押しして成立させた「医療改革関
連法案」は、国の医療費8兆円削減が目的です。「後期高齢
者医療制度」により、①70～74歳の窓口負担は１割から2
割へ、②75歳以上の全員から保険料徴収。年間保険料全国
平均7万5千円が死ぬまで年金から天引きされます。また、
高齢者が増え医療費も増えると保険料がさらにアップする
しくみです。③別立て診療報酬で、75歳以上の医療に制限、
高齢者医療に差別が持ち込まれる可能性があります。
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名 南 会

2007年法律相談
（初回相談のみ無料）

※事前に電話予約が必要です。
※電話の際、名南会社員、名南、中川健康友の
会員である旨、申し出てください。

お問い合わせ・ご予約は

（052）682－3211

●日時：毎月第1・3火曜日
ＰＭ5：00～7：00

●名古屋南部法律事務所
（熱田区神宮2丁目6－16南陽ビル）

担当弁護士に相談できます

8月 7日・21日
9月 4日・18日

も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、
症
状

が
ひ
ど
く
な
る
と
日
常
生
活
も
送
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
る
「
認
知
症
」。

高
齢
化
社
会
の
も
と
で
、
85
歳
以
上

の
高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
認
知
症

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
市
医

師
会
で
は
市
の
委
託
を
受
け
、「
認
知

症
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
＝
な
ご
や
認
知

症
安
心
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
も
の
忘
れ
相
談

医
と
し
て
、
診
療
所
な
ど
地
域
の
主

治
医
が
認
知
症
の
適
切
な
診
断
を
行

っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
診

察
や
家
族
の
方
か
ら
の
お
話
を
う
か

が
う
中
で
、
認
知
症
患
者
さ
ん
の
把

握
や
継
続
的
な
診
療
を
行
い
、
地
域

で
認
知
症
対
策
を
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
法
人
名
南
会
で
は
、
老
健
か
た

ら
い
の
里
施
設
長
の
小
松
健
医
師
と

名
南
診
療
所
所
長
の
大
森
久
紀
医
師

が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

（
診
察
は
）…
ま
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

認
知
症
の
診
断
を
受
け
た
い
、
家
族

を
受
け
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
ら
、
表
１

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
３
項
目
以
上
に
該
当
が
あ
る
人
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
持
ち
に
な
っ
て
（
こ

の
新
聞
か
ら
切
り
取
り
）
名
南
診
療
所

の
大
森
医
師
ま
た
は
小
松
医
師
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
表
２
の

「
同
じ
絵
を
描
い
て
み
る
」
こ
と
に
も

挑
戦
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
認
知
症

の
診
断
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

（
専
門
医
の
紹
介
も
）

そ
の
後
、
さ
ら
に
詳
し
い
認
知
機
能

検
査
「
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
」
を
行
い
、
認
知
症

の
度
合
い
を
判
定
し
ま
す
。
認
知
症
の

進
行
度
に
よ
っ
て
は
認
知
症
専
門
医
に

も
ご
紹
介
し
ま
す
。
軽
度
の
場
合
に
は

認
知
症
予
防
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

し
て
い
ま
す
の
で
、あ
ま
り
不
安
な
気
持

ち
に
な
ら
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

表1 一次アンケート検査（もの忘れ相談チェック表）
次の質問の中から当てはまるものに、丸をつけてください。
①一日に一回以上、置忘れがある。 （ ）
②今日が何月何日なのか、思い出せない。 （ ）
③一日に一回以上、ど忘れがある。 （ ）
④朝食の内容が思い出せないことがある。 （ ）
⑤漢字が書けないことがよくある。 （ ）
⑥物の名前が出てこない。 （ ）
⑦以前に比べて新聞やテレビを見なくなった。 （ ）
⑧知り合いの人の名前が出てこない。 （ ）
⑨元気で働けない、または仕事をやる気がしない。 （ ）
⑩火の不始末がある。 （ ）
⑪この一ヶ月間一度も電話をかけていない。 （ ）
⑫計算間違えが多い、また勘定をよく間違える。 （ ）
⑬いつも孤独感や寂しい気持ちがある。 （ ）
⑭よく知っている道で迷ったことがある。 （ ）
⑮会合や社会奉仕活動に全く参加していない。 （ ）
⑯一日に一回以上物をどこにしまったか忘れることがある。（ ）
⑰この一年間旅行を全くしていない。 （ ）
⑱野菜の名前を10個以上言えない。 （ ）
⑲話している言葉がよく聞こえない。 （ ）
⑳現在の総理大臣の名前を知らない。 （ ）

表2 同じ絵を右側に描いてください。

名
南
病
院
２
階
病
棟
で
は
、
糖
尿
病
の
患
者
様
を

中
心
に
毎
週
水
曜
日
に
、
足
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て

い
ま
す
。
糖
尿
病
の
人
の
足
チ
ェ
ッ
ク
は
、
傷
や
角

化
、
水
虫
に
早
期
発
見
と
、
壊
疽
の
予
防
に
な
り
ま

す
。
看
護
師
が
足
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
週
に
一
度

だ
け
で
す
が
、
患
者
様
に
は
毎
日
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
話
し
ま
す
。
自
分
で
足
チ

ェ
ッ
ク
で
き
な
い
人
は
看
護
師
で
ケ
ア
ま
で
行
い
ま

す
。
病
棟
に
は
フ
ッ
ト
ケ
ア
用
品
と
し
て
、
角
化
を

削
る
や
す
り
や
爪
切
り
と
爪
用
の
や
す
り
、
た
こ
削

り
等
が
あ
り
ま
す
。
看
護
師
と
し
て
は
、
今
後
も
フ

ッ
ト
ケ
ア
を
行
い
、
足
の
病
変
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ッ
ト
ケ

ア
の
講
師
を
招
い
て
の
学
習
会
を
今
後
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。

フ
ッ
ト
ケ
ア
と
は
、
足
の
手
入
れ
の
こ
と
で
す
。

病
棟
で
は
糖
尿
病
の
患
者
様
に
足
病
変
（
壊
疽
）
を

お
こ
さ
な
い
よ

う
に
予
防
処
置

と
し
て
指
導
し

て
い
ま
す
。

足チェックを行う看護師

職場
紹介
①

「
も
の
忘
れ
が

ひ
ど
く
な
っ
た
か
？
」

（
同
じ
絵
を
右
に

描
い
て
く
だ
さ
い
）

と
思
っ
た
ら
…

名
南
診
療
所
は
「
な
ご
や
認
知
症
安
心
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

?

?

?

?

キ
　
リ
　
ト
　
リ

放
射
線
科

放
射
線
科
の
役
割
は
放
射
線
や
磁
気
を
使
っ
て
身
体

を
撮
影
し
、
そ
れ
を
病
気
の
発
見
や
治
療
効
果
の
判
定

な
ど
に
役
立
て
、
健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
の
お
手

伝
い
を
す
る
こ
と
で
す
。

現
在
当
院
に
は
Ｃ
Ｔ
（
脳
出
血
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク（
内

臓
脂
肪
）
な
ど
）・
M
R
I
（
脳
梗
塞
・
ヘ
ル
ニ
ア
な

ど
）・
T
V
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
胃
・
大
腸
な
ど
）・
乳
房
撮
影

装
置
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）・
一
般
撮
影（
骨
折
・
胸
部

な
ど
）ア
ン
ギ
オ
装
置
（
血
管
）・
骨
密
度
測
定
装
置
・
ポ

ー
タ
ブ
ル
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
装
置

は
先
に
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
使
わ
れ
ま
す
。
健
診
・
人
間
ド

ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
精
密
検
査
も
行
え
ま
す
。

そ
し
て
、
現
在
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
乳
が
ん
検
診
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
で
、
近
年
女

性
の
死
亡
率
１
位
に
な
っ
て
い
る
乳
が
ん
を
早
期
発
見

す
る
た
め
に
か
か
せ
な
い
検
査
で
す
。
市
検
診
に
も
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
が
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り

安
価
で
受
け
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
病
気
の
位
置

や
範
囲
を
立
体
的
に
表
示
で
き
る
Ｃ
Ｔ
や
造
影
Ｃ
Ｔ
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
女
性
の
放
射
線
技
師
も
お
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
ま
た
Ｃ
Ｔ
室
・

乳
房
撮
影
室
な
ど
各
撮
影
室
の
前
に
ポ
ス
タ
ー
が
あ
り

ま
す
の
で
、
待
ち
時
間
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

足の爪のケアを
行うようす

名南病院2階病棟
看護師　井口真志

?
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◆
◆
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今
年
最
初
の
行
楽
行
事
は
、『
浜
名

湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
』（
浜
名
湖
花
博

会
場
。
現
在
は
、
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
無
料
で
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。）

で
の
散
策
と
、『
八
扇
の
湯
』
で
温
泉

を
堪
能
す
る
旅
で
す
。

役
員
会
な
ど
で
、
内
容
を
話

し
合
う
中
で
『
あ
ん
ま
り
欲
張

る
と
、
せ
わ
し
く
な
る
。』

『
目
的
地
を
減
ら
し
て
も
、

ゆ
っ
く
り
で
き
た
、
骨
休
め

に
な
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
』
な

ど
の
意
見
で
、
『
の
ん
び

り
・
あ
ん
き
に
』
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
こ
れ
ま
で
に
な

い
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ス
２
台
に
分
乗
し
て
、
約
７０
名

で
名
南
病
院
前
を
出
発
。
ガ
ー
デ
ン

パ
ー
ク
で
は
、
春
の
日
差
し
を
受
け

て
咲
く
花
を
眺
め
な
が
ら
、
定
番
の

『
朴
葉
寿
司
』
弁
当
を
思
い
思
い
の
場

所
で
ひ
ろ
げ
て
、
昼
食
。

１
時
間
ほ
ど
離
れ
た
『
八
扇
の
湯
』

で
は
、
た
っ
ぷ
り
２
時
間
温
泉
で
す
。

『
全
部
の
種
類
の
お
湯
に
入
っ
た
。
』

『
わ
た
し
は
、
３
回
も
入
っ
て
き
た
け

ど
、
そ
れ
で
も
湯
上
り
に
ビ
ー
ル

を
飲
ん
で
ゆ
っ
く
り
で
き
た
ワ
。』

『
わ
た
し
ら
に
は
、
こ
う
ゆ
う

風
な
旅
行
が
え
え
ニ
。
ま
た
さ

そ
っ
て
チ
ョ
。』
帰
路
の
車
中
で
う
か

が
っ
た
感
想
で
は
、
好
評
で
し
た
。

友
の
会
の
行
楽
と
い
え
ば
、
勉
強

も
セ
ッ
ト
で
す
が
、
今
回
の
企
画
の

趣
旨
か
ら
、
難
し
く
て
、
長
い
話
は

な
し
。
ち
ょ
う
ど
全
日
本
民
医
連
か

ら
憲
法
学
習
ビ
デ
オ
が
届
い
て
い
た

の
で
、
こ
れ
を
使
っ
て
車
中
で
３０
分

の
学
習
会
。
携
帯
に
便
利
な
『
憲
法

手
帳
』
も
お
配
り
し
ま
し
た
。

『
平
和
・
暮
ら
し
・
医
療
・
介
護
を

め
ぐ
る
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
。

み
ん
な
で
学
ん
で
、
力
を
出
し
合
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。』
と
会
長
か
ら
し

め
く
く
り
の
挨
拶
。

次
回
の
企
画
を
お
楽
し
み
に
。

地
域
の
６
団
体
で

共
同
開
催

今
回
で
２６
回
目
と
な
る
『
春

の
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』、
友
の
会
も
含
め
地
域
の
６

団
体
で
開
催
し
ま
し
た
。

友
の
会
で
は
、
名
南
病
院
地

域
の
役
員
さ
ん
を
中
心
に
、
安

倍
川
・
磯
部
巻
き
の
「
焼
餅
」

と
道
徳
通
り
の
『
青
山
』
さ
ん

か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
衣

料
品
の
販
売
を
出
店
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
道
徳
学
区
町
内
会

で
宣
伝
ビ
ラ
を
回
覧
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
開
会

前
か
ら
地
域
の
み
な
さ
ん
が
、

親
子
連
れ
や
、
お
孫
さ
ん
と
一

緒
の
方
々
が
次
々
に
来
場
。
各

団
体
で
出
品
し
た
商
品
が
ど
ん

ど
ん
売
れ
て
い
き
ま
す
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
の
べ
５

０
０
人
を
こ
え
る
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
は
お
約
束

友
の
会
の
テ
ン
ト
で
は
、
毎

回
、
出
店
と
並
べ
て
、『
健
康
チ
ェ

ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
』
も
実
施
。

名
南
病
院
・
ふ
れ
あ
い
病

院
・
名
南
診
療
所
の
看
護
師
さ

ん
が
か
わ
る
が
わ
る
担
当
し
て

１
０
０
人
近
い
み
な
さ
ん
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
お
餅
が

足
り
な
い
！
』

お
昼
近
く
な
る
と
来
場
者
数

も
ピ
ー
ク
に
。
そ
れ
に
加
え
て
、

グ
ラ
ン
ド
で
野
球

を
し
て
い
た
み
な
さ
ん

が
お
昼
ご
飯
を
食
べ
に
み

え
る
な
ど
。
食
べ
物
を
扱
う
店

は
、
ど
こ
も
お
客
さ
ん
が
な
ら

び
ま
す
。

『
お
餅
が
足
り
な
い
。』
友
の

会
の
焼
餅
も
焼
き
あ
が
る
そ
ば

か
ら
売
れ
て
い
き
、
あ
わ
て
て

追
加
仕
入
れ
。
追
加
し
た
分
も

ほ
と
ん
ど
売
り
切
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

『
こ
ん
な
に
お
客
さ
ん
が
来
て

く
れ
る
と
は
、
思
わ
な
か
っ
た

ネ
。』『
今
度
は
、
分
量
を
か
ん

が
え
な
お
さ
な
い
と
い
け
な
い

か
も
。』
汗
だ
く
で
焼
餅
を
担
当

し
た
役
員
の
み
な
さ
ん
。
お
手

伝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ

た
会
員
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

今
回
の
販
売
利
益
は
、
こ
れ

か
ら
の
友
の
会
の
行
事
の
資
金

や
、
特
に
今
年
の
秋
に
予
定
さ

れ
て
い
る
全
日
本
民
医
連
の
共

同
組
織
交
流
集
会
へ
の
参
加
資

金
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

2号車のみなさん
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世界の代表的な民家も
展示されています

1号車のみなさん
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催
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３
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３
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３
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３
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３
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ア
ツ
ア
ツ
焼
餅
、

役
員
さ
ん
も
『
暑
つ
い
〜
』

藤棚の日陰では
「囲碁・将棋コーナー」健康チェックコーナー

五条保育園　子どもたちの
ステージ

春の行楽『浜名湖ガーデンパークと八扇の湯』5月２８日（月）
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日　曜 開 始 時 間 班　名　等 会　　場内　　容　　等
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

２
４
〃
６
７
８
９
〃
１１
〃
１３
１４
１５
１６
１７
〃
〃
１８
２４
〃
２４
２５
〃
〃
２７
２８
〃

木
土
〃
月
火
水
木
木
土
〃
月
火
水
木
金
〃
〃
土
金
〃
金
土
土
〃
月
火
〃

名南病院多目的室
鎌田様宅
中川診デイケア室
佐藤様宅
名南診待合室

名南病院多目的室
伝馬コミセン
中川診デイケア室
名南病院多目的室
名南診待合室
呼続事務所
中川診療所友の会室
名南診療所２階
鬼頭様宅
デイケアえんがわ
中川診デイケア室
尾上様宅
さくらコミセン

中川診デイケア室
中川診デイケア室
湯浅様宅
名南診待合室
名南病院多目的室

１４：００～
１３：００～
１４：００～
１５：００～
１４：００～

１４：００～
１４：００～
１４：００～
１４：００～
１３：００～
１０：００～
１３：００～
１３：３０～
１４：００～
１９：００～
１４：００～
１４：００～
１４：００～

１０：００～
１４：００～
１９：００～
１３：００～
１３：３０～

行
事
予
定 

2
0
0
7
年

8
月

観音・五条・三条合同班
ひまわり班
ヨ　ガ　班
滝の水班
内田橋西班

真栄木場・東築地合同班会
豊北・診療所合同班会
ヨ　ガ　班
堤班
名南診療所絵手紙教室
コスモス班
中川診療所絵手紙教室
名南診療所趣味の会
五条北班
えんがわ班
ヨ　ガ　班
かの里班
さくら班

ティータイム班
ヨ　ガ　班
北原・ひよこ合同班会
名南診療所絵手紙教室
名南病院ちぎり絵教室

　夏休み
　夏休み
　ヨガ教室
　健康チェック
　夏休み

　
　夏休み
　夏休み
　ヨガ教室
　夏休み
　夏休み
　夏休み
　夏休み
　夏休み
　夏休み
　夏休み
　ヨガ教室
　夏休み
『いつでも元気』学習会

　
　お茶と『元気』学習会
　ヨガ教室
『いつでも元気』学習会
　絵手紙教室
　ちぎり絵教室

『第３０回　道徳平和盆踊り大会』

第２３回『中川　反核・平和盆踊り大会』

１８：００～

１８：００～

道徳公園グラウンド

波花公園

『
ま
ち
か
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
』
で
宣
伝

第
４
回
と
な
る
「
ふ
れ
あ
い

健
康
フ
ェ
ス
タ
」
と
「
名
南
健

康
友
の
会
」
を
地
域
の
方
に
、

よ
り
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
こ
と
で
、
６
月
１２
日
（
火
）

午
後
２
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

に
、
ア
ピ
タ
南
店
前
に
て
チ
ラ

シ
配
り
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
ふ
れ
あ
い
病
院
の

各
部
署
か
ら
１
名
の
職
員
と
名

南
健
康
友
の
会
か
ら
２
名
の
役

員
さ
ん
、
８
名
で
ま
ち
か
ど
健

康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
、
宣
伝
行
動
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

参
加
し
た
職
員
や
友
の
会
の

役
員
さ
ん
か
ら
は
、『
今
日
は

暑
か
っ
た
か
ら
、
人
通
り
が
少

な
か
っ
た
。』『
若
い
人
は
チ
ラ

シ
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
の
は

難
し
い
ね
。』
な
ど
実
感
の
こ

も
っ
た
感
想
も
で
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
約
１
時
間
の
宣
伝
行

動
で
、
約
１
０
０
枚
の
チ
ラ
シ

を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、「
ふ
れ
あ
い
健
康
フ

ェ
ス
タ
」
の
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
？
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
ふ
れ
あ
い
病
院

理
学
療
法
士
　
山
口
）

か
ら
だ
の
健
康
は
、

歯
の
健
康
か
ら

当
日
（
６
月
２３
日
）
最
初
の

講
演
企
画
で
は
、
み
な
と
歯
科

診
療
所
の
歯
科
医
師
を
講
師
に

招
い
て
、
口
腔
（
口
の
中
）
ケ
ア

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
歯
や
歯
ぐ
き
の
病
気
の
写

真
が
紹
介
さ
れ
、
口
腔
内
の
病

気
を
予
防
す
る
た
め
の
、
正
し

い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
最
新

の
義
歯
に

つ
い
て
も

紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

『
千
の
風
に
な
っ
て
』

（
ふ
れ
あ
い
合
唱
団
）

つ
づ
く
、
ス
テ
ー
ジ
企
画
で

は
、
今
年
も
ふ
れ
あ
い
合
唱
団

の
歌
声
、『
千
の
風
に
な
っ
て
』

や
童
謡
な
ど
を
披
露
。
お
楽
し

み
ゲ
ー
ム
大
会
で
は
、
西
本
専

務
、
平
松
組
織
部
長
、
柘
植
ふ

れ
あ
い
病
院
事
務
長
、
森
ふ
れ

あ
い
病
院
副
所
長
を
モ
デ
ル

に
、
何
に
な
る
か
、
着
て
み
る

ま
で
は
、
誰
に
も
わ
か
ら
な
い

ミ
ス
テ
リ
ー
仮
装
ゲ
ー
ム
。
そ

れ
ぞ
れ
、メ
イ
ド
さ
ん
、看
護
師

さ
ん
、女
子
高
生
に
変
身（
？
）。

参
加
し
た
み
な
さ
ん
も
出
演
し

て
い
る
職
員
も
大
笑
い
の
ビ
ッ

ク
リ
企
画
に
な
り
ま
し
た
。

外
来
ロ
ビ
ー
企
画
で
は

恒
例
の
バ
ザ
ー
で
は
、
各
部

署
の
職
員
か
ら
の
出
品
。
め
ば

え
保
育
園
か
ら
の
商
品
提
供
な

ど
で
、掘
り
出
し
物
が
山
積
み
。

玄
関
脇
で
は
、
新
婦
人
の
産

直
野
菜
の
特
価
販
売
。
新
鮮
で

安
心
な
野
菜
の
原
価
販
売
に
た

く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
、
担
当

職
員
も
大
忙
し
で
す
。

今
回
は
、
友
の
会
は
、
ロ
ビ

ー
内
に
設
け
た
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

を
担
当
。
役
員
さ
ん
、
会
員
さ

ん
が
協
力
し
て
、
抹
茶
、
ド
リ

ッ
プ
珈
琲
、
ジ
ュ
ー
ス
を
提
供

し
ま
し
た
。

道徳通りサークルＫ向いです
共同組織のみなさんの長年の願いだった、いつでも使えるみんなの部
屋ができました。場所は、道徳通りサークルＫ向いです。名南会が空き
店舗を借りて、共同組織の活動の場として提供することとなりました。

班会・勉強会・サークル活動に
これまで共同組織の様々な集まりには、病院内の多目的室などを使

ってきましたが、今後は、班会や勉強会、レクリエーションなどにも
使えます。本格的には、8月から使用が可能になる予定です。また、
地域で名南会と協力・共同で様々な取り組みをすすめている団体にも
使ってもらうことも考えています。
どんな使い方をしていくか、など詳細は、これから役員会などでみ

なさんの声を生かしながら決めていくこととなっています。

国保・介護保険料
集団減免申請と区役所との懇談
主　催：「南区国保料など減免をすすめる会」（略称「減免の会」）
日　時：7月26日（木）午後1時30分～
会　場：南区役所3階　会議室
持ち物：申請用紙・保険証・印鑑

告　知

健康チェックコーナー
（血圧・体脂肪測定）

友の会コーナー
（入会・署名・協同基金受付）

友の会の出店をお手伝いいただける方は、
初日の午後6時に現地にお集まりください。

医療法人名南会40周年記念事業実行委員会共催
日　時：8月8日（水）・9日（木）
会　場：道徳公園（野球グラウンド）
出　店：焼餅など

第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会第30回 道徳平和盆踊り大会
告　知

第４回

いつも順番待ちになる
健康チェックコーナー

会場のみなさんと一緒に
ふれあい合唱団

ご家族・入所者さまも抹茶で一服 新鮮野菜コーナー 専務、組織部長も「変身」

総会司会は

江城看護師
開会あいさつ

田渕理事長
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2007年7月より

月・水・木・金の午前
木の午前、月・火・水の午後
木の午後

名南診デイケア（月）（水）（木）（金）9：30～15：50

内科・小児科・消化器科・循環器科・呼吸器科
整形外科・リハビリテーション科・脳神経外科
放射線科

内科・小児科・外科・整形外科・泌尿器科・循環器科
消化器科・皮膚科・呼吸器科・神経内科・放射線科・
リハビリテーション科

内科・小児科・消化器科・循環器科・呼吸器科

整形 泌尿（第2）

整形
整形
泌尿器

糖尿病 予防接種（第2、4）

乳腺

往診 往診往診往診

往診

整形

整形

月

整形

○
○

○
○
○○

○

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○
○ ○○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○

○

○
○

○
○○○

○

○
○
○
○
○

○

○

○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○

○○

○

○ ○ ○ ○○
○

○
○

受付・診療時間
（4院所共）
名南ふれあい病院
は午前診のみ

夏
の
ス
ト
レ
ス
に
強
い
、

抵
抗
力
の
あ
る

身
体
を
つ
く
る

暑
さ
や
紫
外
線
、
温
度
差
な
ど
夏
の

ス
ト
レ
ス
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
ビ

タ
ミ
ン
（
Ｃ
・
Ｅ
）、
ミ
ネ
ラ
ル
（
カ
ル

シ
ウ
ム
、
鉄
、
亜
鉛
な
ど
）、
た
ん
白
質
、

水
分
を
十
分
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
に
、
た
ん
白
質
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
合

わ
せ
て
と
る
と
、
体
細
胞
を
つ
な
ぐ
コ

ラ
ー
ゲ
ン
を
作
り
、
さ
ら
に
免
疫
力
を

高
め
ま
す
。
レ
バ
ー
や
魚
、
種
実
、
納

豆
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
パ
ン
ト
テ
ン

酸
は
抵
抗
力
を
高
め
る
ビ
タ
ミ
ン
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
多
い
食
品：

く
だ
も
の
、
緑
黄
色
野
菜
、

イ
モ
類
、
な
ど

カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品：

牛
乳
、
乳
製
品
、
小
魚
、

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
、
つ
る
紫
、

お
か
ひ
じ
き
、
な
ど

鉄
の
多
い
食
品：

レ
バ
ー
、
牛
・
豚
ヒ
レ
肉
、
貝
類
、

カ
ツ
オ
、
マ
グ
ロ
、
さ
ん
ま
、
大

豆
、
大
豆
製
品
、
青
菜
、
な
ど

食
欲
不
振
に
は
、香
味
野
菜
、

柑
橘
類
が
効
果
的

食
欲
が
落
ち
た
り
、
食
が
細
く
な
っ

た
り
し
た
と
き
に
は
、
香
り
の
さ
わ
や

か
な
香
味
野
菜
を
使
っ
た
料
理
や
、
柑

橘
系
の
酸
味
に
よ
る
爽
快
な
味
わ
い
が

食
欲
中
枢
を
刺
激
し
て
、
胃
液
の
分
泌

を
促
し
ま
す
。
睡
眠
不
足
な
ど
で
バ
イ

オ
リ
ズ
ム
に
乱
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
の
多
い
ア
サ
リ
や
シ
ジ

ミ
、
レ
バ
ー
、
青
魚
な
ど
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
の
多
い
食
品：

あ
さ
り
、
し
じ
み
、
か
き
、
イ
ワ

シ
、
さ
け
、
さ
ば
、
さ
ん
ま
、
た

ら
、
た
ら
こ
、
筋
子
、
牛
肉
、
レ

バ
ー
、
卵
、
な
ど

夏
ば
て
予
防
、
疲
労
回
復
に

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
を

夏
ば
て
予
防
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

老
廃
物
の
代
謝
に
か
か
わ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
群
を
１
日
３
回
の
食
事
で
し
っ
か
り

と
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
と
く
に
、
神
経

や
筋
肉
の
働
き
を
支
え
て
い
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
が
不
足
す
る
と
疲
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
多
い
食
品：

胚
芽
精
米
、
全
粒
粉
パ
ン
、
レ
バ

ー
、
豚
赤
身
肉
、
う
な
ぎ
、
カ
ツ

オ
、
大
豆
、
大
豆
製
品
、
枝
豆
、

ほ
う
れ
ん
草
、
な
ど

注
意
！
冷
た
い
料
理
と

あ
つ
あ
つ
の
一
品
を

組
み
合
わ
せ
て

献
立
の
す
べ
て
が
冷
た
い
も
の
で
は

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
食
の
細
い
人
は
血

行
を
よ
く
し
、
新
陳
代
謝
を
高
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
一
品
は
熱
い
物
を
取

り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
し
ま
し
ょ
う
。

熱
い
料
理
は
し
っ
か
り
熱
く
、
冷
た
い

物
は
ひ
ん
や
り
冷
や
す
こ
と
。
中
途
半

端
な
温
度
の
も
の
は
、
食
欲
を
か
え
っ

て
減
退
さ
せ
ま
す
。

８
月
は
食
中
毒
が

最
も
多
い
と
き
！
！

気
温
も
湿
度
も
１
年
で
一
番
高
い
８

月
に
、
食
中
毒
事
故
が
最
も
多
く
起
き

て
い
ま
す
。
調
理
器
具
、
ふ
き
ん
は
し

っ
か
り
と
洗
浄
し
て
乾
燥
さ
せ
、
清
潔

に
。
手
は
調
理
の
前
後
に
し
っ
か
り
洗

い
ま
し
ょ
う
。

担当　総務部　日比
医療法人  名南会本部事務局

〒457-0841  名古屋市南区豊田五丁目15番18号

病院・老健・訪問看
護・診療所の連携に
より、救急からリ
ハビリ・在宅まで、
医療・介護のネッ
トワークが揃って
いる名南会で働い
てみませんか。

薬剤師（常勤職員）
介護福祉士（常勤・パート職員）

介護職員（常勤・パート職員）
調理士（常勤）
調理職員（パート職員）
事務職員（パート職員）

募 

集 

中

名
南
ふ
れ
あ
い
病
院

栄
養
科
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豚挽肉 ‥‥‥‥‥‥‥‥120g
ししとう ‥‥‥‥‥‥‥15本
にんにく‥‥‥‥‥‥‥‥30g
長なす ‥‥‥‥‥‥‥‥450g
白髪葱 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥25g

うどん（細目）‥‥‥‥‥240g

● 名南病院栄養科　児玉好秀（調理師）●

疾患別体操
～骨粗鬆症～

材　料（3人分）

（1人分 626kcal）調理時間10分茄子の効力について
茄子の実の約９５％は水分

で、特徴である紫色は“ナス
ニン”という色素によるもの
です。夏野菜は全般に身体を
冷やす作用を持っています
が、中でも茄子の効果は強く
暑さ負けしそうな時や身体の
ほてりやのぼせが強い時に食
べると効果があります。

骨粗鬆症は、骨からカルシウムが抜けてしまい、鬆が入ったように、スカス
カになってしまう状態をいいます。初期症状としては、背中や腰のまわりの重
さ、痛みなどです。進行すると、脊椎の椎体がつぶれてきて、背中や腰が丸く
なったり、背が低くなってきたりします。適切な運動を行い、十分なカルシウ
ムをとることが骨粗鬆症の予防、改善につながります。
大切なのは、骨に体重や筋肉の収縮などで、しっかり圧力を加えることです。
高齢の場合は急に関節に衝撃などを与えると、膝や足首に痛みが起こってしま
う可能性があるので気をつけましょう。

ガ
を
や
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
方

が
私
よ
り
年
上
で
す
が
、
す
ご
く

鍛
え
た
身
体
で
感
心
し
て
い
ま

す
。
も
っ
と
真
面
目
に
続
け
た
い

と
思
う
だ
け
の
日
々
で
す
。
ま
た
、

デ
イ
ケ
ア
室
に
季
節
に
合
っ
た
工

作
物
が
飾
ら
れ
て
い
て
、
指
導
者

の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
の
ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が
？

中
川
区
荒
子
　
池
内
美
代
子
さ
ん

体
毒
を
出
す
ド
ク
ダ
ミ
茶
を
、

十
薬
茶
と
呼
ぼ
う

庭
に
咲
い
た
ド
ク
ダ
ミ
を
根
か

ら
摘
ん
で
干
し
ま
し
た
。
産
後
の

度
に
実
家
で
母
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん

の
体
毒
を
出
す
か
ら
飲
ま
さ
れ
ま

し
た
。
お
乳
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
に

飲
ま
せ
ま
し
た
。「
十
薬
」
と
い

わ
れ
る
ド
ク
ダ
ミ
を
お
茶
に
し
て

飲
ん
で
い
ま
す
。
ド
ク
ダ
ミ
茶
で

な
い
「
十
薬
茶
」
と
呼
ぼ
う
と
主

人
。中川

区
二
女
子
町
　
坂
野
隆
子
さ
ん

閉
塞
し
た
世
の
中
、

筋
の
通
っ
た
暮
ら
し
を
し
た
い

普
段
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
事

柄
の
問
い
か
け
が
あ
る
の
で
、
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
み
る
と
、

つ
い
や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
頭
の
中
が
新
鮮

に
な
る
楽
し
み
で
す
ね
。
閉
塞
し

た
世
の
中
で
も
、
筋
の
通
っ
た
暮

ら
し
を
し
た
い
で
す
…
。

弥
富
市
　
　
早
瀬
ふ
さ
こ
さ
ん

飽
食
の
時
代
、
食
べ
物
の
あ
り

が
た
み
を
考
え
よ
う

飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る

昨
今
、
食
糧
難
を
経
験
し
た
私
の

青
春
を
。
お
か
ず
も
ま
ま
な
ら
な

く
な
っ
て
き
た
頃
、
じ
ゃ
が
い
も

を
さ
い
の
目
に
切
っ
て
配
給
制
の

米
と
炊
き
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
を
弁
当
に
し
て
、
勿
論
、
梅

干
ひ
と
つ
の
み
。
と
こ
ろ
が
昼
の

時
間
、
フ
タ
を
開
け
る
と
す
で
に

糸
を
引
き
始
め
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
で
も
食
べ
て
い
か
な
け
れ
ば

…
と
。
外
食
産
業
花
盛
り
で
す
が
、

今
の
若
い
人
達
に
こ
そ
、
食
べ
物

の
あ
り
が
た
み
を
を
わ
か
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
弁

当
を
よ
ば
れ
つ
つ
、
し
み
じ
み
と

思
い
ま
し
た
。

緑
区
鳴
海
町
　
福
岡
ち
よ
子
さ
ん

出題　大森久紀
名南診療所所長

第
27
回

〔
パ
ズ
ル
の
解
き
方
〕
ク
ロ
ス
を
解
い
て
A
〜
Q
に
は
い
る
文
字
を
順
に
並
べ
て
、

出
来
た
言
葉
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

※
ヒ
ン
ト
‥
白
色
二
重
マ
ス
に
は
「
メ
イ
ナ
ン
」
の
文
字
が
入
り
ま
す
。

1 気象業務法に基づき、気象などの
予報業務を行う者

8 「田螺」…淡水にすむ巻貝です
9 フグの鍋物のこと
10 今は化石でしかお目にかかれない
古代の生物。巻貝のような形をし
ていますがイカやタコの祖先だそ
うです。

12 凹凸の凸のほう
13 静止画⇔□□□　
15 貸借した金銭などに対して、ある
一定利率で支払われる対価

17 純真な人をだましたり困らせたり
するような行為をする・こと。

「子供をだますとは□□□□□な
話だ」

19 「□□□剤」…便を柔らかくする
薬です

21 「神楽」…神に奉納するために奏
される歌舞のことです

22 出来上がりの具合
23 まな□□、かまぼこ□□、洗濯□
□

25 第50代の天皇、794年に平安京遷
都をしました

26 パロマと同じく愛知県に本社があ
るガス器具会社です。湯沸かし器
で死亡事故が起こってしまいまし
た。

正解者の中から抽選で3名の方に図書券をさしあげま
す。
（応募要領）締め切り8月末
答えを、ハガキで名南会本部事務局まで送ってください。
〒457-0841 名古屋市南区豊田5丁目15―18

名南会本部事務局パズル係
「めいなん」新聞への感想や近況などお書き添えください。
その他、寄稿・詩・短歌・マンガ・写真などの投稿も募
集しています。
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◆
た
て
の
か
ぎ

◆よこのかぎ

1

カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、メ
キ
シ
コ
な
ど
の
国
が

あ
る
大
陸

2

「
□
□
□
に
口
な
し
」

3

お
笑
い
界
の
名
門
、
関
西
の
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

「
□
□
□
□
興
行
」

4

こ
れ
か
ら
行
う
事
柄
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

お
く
こ
と
。「
□
□
□
は
未
定
」

5

細
長
い
パ
ン
に
切
れ
目
を
入
れ
、温
め
た
ソ
ー
セ
ー

ジ
を
は
さ
ん
だ
も
の

6

外

□
□

7

尻
下
が
り
　
□
□
□
□
□
、物
事
の
状
態
が
あ
と
に

な
る
ほ
ど
よ
く
な
る
こ
と

11

ア
ー
モ
ン
ド
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
の
よ
う
な
、食
用

の
木
の
実
の
こ
と

14

旧
ソ
連
か
ら
独
立
し
た
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
、首
都

は
キ
エ
フ

１６

新
し
く
開
墾
さ
れ
た
田

18

人
が
自
分
に
し
て
く
れ
た
こ
と
に
こ
た
え
て
、そ
の

人
に
何
か
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
。「
□
□
□
□
を
要
求

す
る
」

20

非
常
に
忙
し
く
激
し
い
仕
事
。「
□
□
□
に
倒
れ
る
」

「
□
□
□
に
耐
え
る
」

24

め
で
た
い
席
で
出
さ
れ
る
定
番
の
お
魚
、「
□
□
の
尾

頭
付
き
」

385号の答えは「しんらいなつとくのいりようとふくし（信頼納得の医療と福祉）」13通の応募があり、全員正解。
〈当選者〉 山田まささん（弥富市） 山田満里子さん（中川区露橋町） 西村朋代さん（港区木場町）
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1 2

リハビリテーション科
森　美喜（作業療法士）

音が出るくらい足をふみならす
（10～20回）
＊足を上げすぎると転倒の危険があ
るので注意しましょう。

モ
デ
ル：

理
学
療
法
士
　
山
口
隆
平（図１） （図2）

茄子そぼろうどん

〈
俳
句
〉

鮪
競
ま
ぐ
ろ
せ

る
し
わ
が
れ
声ご
え

や
夏な
つ

の
河
岸
か
　
し

海
遠
う
み
と
お

く
年
魚
市
潟

あ
ゆ
ち
が
た

の
碑
風
ひ
か
ぜ

薫か
お

る

谷
川

た
に
が
わ

の
吊
橋
つ
り
ば
し

ゆ
す
る
青
嵐

あ
お
あ
ら
し

秀
水

〈
川
柳
〉

ガ
ソ
リ
ン
値
上
ね
あ

げ
木
炭
自
動
車
出
番

こ
く
た
ん
じ
ど
う
し
ゃ
で
ば
ん

で
す

燃も

え
る
氷
日
米
印
中
採
取
競
争

こ
お
り
に
ち
べ
い
い
ん
ち
ゅ
う
さ
い
し
ゅ
き
ょ
う
そ
う

ヘ
ル
パ
ー
は
家
政
婦

か
せ
い
ふ

に
非あ

ら
ず
介
護
保
険

か
い
ご
ほ
け
ん

鬼
笑

腕
立
て
伏
せ

立
ち
上
が
っ
た
ま
ま
、
壁
ま
た
は
テ
ー
ブ
ル

に
む
か
っ
て
行
う
（
10
〜
20
回
）

⇔
⇔

作り方

油・醤油・酒　いずれも 45cc
みりん ‥‥‥‥‥‥‥‥15cc
味噌・砂糖　いずれも 15g

〈
調
味
料
〉

ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
は
？

中
川
診
療
所
の
デ
イ
ケ
ア
室

中
川
診
の
デ
イ
ケ
ア
室
で
毎
週
土
曜
日
ヨ

①なすは輪切りにして、水に入れ
あくぬきをしておく。ししとう
は縦に半分に切る。にんにくは
みじんに刻む。長ネギを白髪葱
に切る。
②フライパンに分量の油をひき、
刻みにんにくを炒める。次に豚
挽肉を入れ、軽く塩コショウを
する。
③なすをざるにあげ、水切りをし

入れる。（家で作るときは、な
すを少しレンジで温めると炒め
やすいです。）分量の調味料を
全部入れる。

④たっぷりの湯でうどんを茹で
る。なすに調味料が入り、炒ま
ったところでうどんを入れ、な
すに火が通ったら、ししとうを
入れ火を止める。

⑤盛り付けをして、白髪葱をのせ
る。


